
新潟市難病対策地域協議会　部会報告

令和３年度新潟市難病対策地域協議会研修計画について

専門職

介護支援専門員

目的
・神経難病の理解を深める
・ケアプラン作成等で難病患者支援に活かす

・多職種の役割の理解
・連携を深め、顔の見える関係づくりを図る

適切なホームヘルプサービスの提供に必要な知識・技
術を有するホームヘルパーを養成する

県と共催、隔年開催

日時 令和３年７月１３（火）　14:00～16:30 11月～12月 10～11月頃に、２回１コース

方法 オンライン研修会 オンライン研修会 オンライン研修会

内容

①医師による講演（基礎知識）
②難病患者支援者のためのハンドブック等説明
③事例紹介
④情報提供（ヤングケアラー、熱中症）

①医師による講演（地域や多職種の連携）
②難病患者支援者のためのハンドブック説明
＜対象者＞
介護支援専門員、医療ソーシャルワーカー、看護師、リ
ハビリ専門職、地域包括支援センター、ホームヘル
パー、相談支援専門員、保健師等

①医師による講演
②特定医療費（指定難病）制度説明
③患者心理の理解
④ロールプレイング

研修
実施
状況

＜H30年度＞　前年度未受講者に案内
・参加者：80名（申込み92名、定員100名）
＜R1年度＞
・参加者：72名（申込み80名、定員100名）
＜R2年度＞
・新型コロナウイルス感染症影響のため実施なし

＜H30年度＞
・参加者：111名（申込み137名、定員100名）
＜R1年度＞
・参加者：90名（申込み98名、定員100名）
＜R2年度＞
・接続件数：80件（申込み82件136名、定員150名）

＜H29年度＞
・1回目61人（新潟市19人、新潟県42人）
・2回目55人（新潟市14人、新潟県41人）
＜R1年度＞
・1回目50人（新潟市25人、新潟県25人）
・2回目43人（新潟市19人、新潟県24人）

方向性
・パーキンソン病について研修会を実施
・パーキンソン病の病状の進行と支援者がどのようなタ
イミングで支援に入るのかイメージできると良い。

難病患者等ホームヘルパー養成研修対象 多職種連携
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優先度 Ⅰ－１ ・ Ⅰ－２ ・ Ⅰ－３ ・ Ⅱ
１ ・ ２ ・ ３ ・ ４

５ ・ ６ ・ ７

　A　　・　　B

地区担当保健師の紹介と
情報提供を説明済

通院費説明済 通院費連絡票送付済

地区担当
保健師記載欄

保健所記載欄

地域保健福祉センター 氏名：

相談票送付先 　　　　　 区地域保健福祉担当　・ 　　　　　 地域保健福祉センター 送付日 ／

相談対応者 　　　　　 区健康増進係　・ 　　　　　 区地域保健福祉担当　・ 　　　　　

月頃

地区担当保健師へ送付済

初回訪問
時期

療養生活
の課題

A ・ B ・ C ・更新 ・外

障がい福祉

未申請　・　申請中　・　認定済 区分認定 　１　・　２　・　３　・　４　・　５　・　６

相談事業者名 計画相談員

4．備考 （困っていること・病気の受止め・治療状況（中断）・介護保険等のサービス内容・経済状況・家族構成図等）

受付処理欄

説明確認 看護手当説明済

手帳の有無
①身体障がい者手帳 無 ・ 申請中 ・ 有 等級 　　　　　　　種　　　　　　級

②療育手帳 無 ・ 申請中 ・ 有 等級

3．サービス・手帳の申請状況

介護保険
居宅介護

支援事業所名
担当ケアマネ

対象外 ・ 未申請 ・ 申請中 ・ 認定済 要介護度 要支援　１　・　２　　要介護　１　・　２　・　３　・　４　・　５

自立 ・ 一部介助 ・ 全介助

入　浴 自立 ・ 一部介助 ・ 全介助

着脱衣 自立 ・ 一部介助 ・ 全介助

2．日常生活の状況 主介護者：　無　・　有（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

A
D
L

歩行・移動 自立 ・ 一部介助 ・ 全介助

食　事 自立 ・ 一部介助 ・ 全介助

排　泄

1．医療 人工呼吸器装着 ・ 気管切開 ・ 吸引 ・ 在宅酸素療法 ・ 胃ろう ・ 経管栄養 ・ 透析 ・ 人工肛門 ・（　　　　　　　　　　　　　　）

医療機関 （通・入・往）
訪問看護

ステーション

施設名
(入所の場合)

就労・就学状況 無・就学中・就労中・（　　　　　　　　　　　　　　）

疾患№ 疾患名 連絡希望時間 何時でも・（　　　　　　　　　　　　　　）

来所者

　特定医療費　新規申請時相談票 相談日　　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日（　　　　）

氏名 男・女
生年
月日

T・S・H　　　　　　年　　　　　月　　　　　日（　　　　　歳）

住所
日中可能な

連絡先

別紙
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令和２年度難病患者支援者のためのハンドブック　配付

（１）説明等を行った会議・研修会等

日にち 会議・研修名 配付数 備考

R2.8.5 センター・ステーション会議 30 対面での説明

R2.10.23
新潟県難病医療ネットワークオ
ンライン研修会

0 研修会参加者100名

R2.11.5
新潟市難病対策地域協議会（部
会）

0

R2.12.15 多職種連携研修会（オンライン） 0 研修会申込み者136名

R3.2.9 新潟市難病対策地域協議会 0

30

（２）その他の周知

日にち 周知内容 配付数 備考

R2.8 難病ニュースレターに掲載 600
新潟県難病医療ネットワークが毎年発行
しているニュースレターに掲載
配付先：県内保健所、医療機関等

（３）関係機関への配付

日にち 所属 配付数 備考

各区保健師、関係部署 210

関係部署（こども家庭課、高齢者支援課、
こころの健康センター、障がい福祉課、地
域包括ケア推進課、地域医療推進課、介
護保険課、保険年金課）

社会福祉協議会 30

基幹相談支援センター 8

難病相談支援センター 10

訪問看護ステーション 67 ガイドブックも同時送付

R2.5.29
R2年度新潟市難病対策地域協
議会委員

21 ガイドブックも同時送付

R2.6.23 新潟県難病医療ネットワーク 20

R2.7.7 各地域包括支援センター 29 更新申請自動更新の周知と一緒に送付

R2.7.7 居宅介護支援事業所 265 更新申請自動更新の周知と一緒に送付

R2.8.5 センター・ステーション会議 30 ニュースレターを見て、連絡

R2.10.5 あいりす訪問看護ステーション 15 ニュースレターを見て、連絡

R2.10.6 椿田病院　地域連携室 10 ニュースレターを見て、連絡

R2.10.9
佐渡総合病院　佐渡訪問看護
ステーション

7 ニュースレターを見て、連絡

R2.10.15
西新潟中央病院みさと訪問看護
ステーション

1

R2.4.17

合計
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検索環境省  熱中症より 詳し い情報は…

環境省： https://w w w .w bgt.env.go.jp/

気象庁： https://w w w .jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.htm l

熱中症
 警戒アラート

環境省 気象庁

発 表 時 の 予 防 行 動

外出はできるだけ控え、暑さを避けましょう   

●昼夜を問わず、エアコン等を

　 使用して部屋の温度を調整

　 しましょう 。

●熱中症を予防するためには

　 暑さを避けることが最も

　 重要です。

●不要不急の外出はできるだけ避けましょう 。

熱中症のリスクが高い方に声かけをしましょう   

熱中症警戒アラート は、熱中症の危険性が極めて高い暑熱環境に

なると 予想される日の前日夕方または当日早朝に都道府県ごと（ ※）に

発表されます。

発表されている日には、外出を控える、エアコンを使用する等の、

熱中症の予防行動を積極的にとりましょう 。

※北海道、鹿児島、沖縄は府県予報区単位

●高齢者、子ども、持病のある方、肥満の方、

　 障害者等は熱中症になりやすい方々です。

　 これらの熱中症のリスクが高い方には、

　 身近な方から、夜間を含むエアコンの使用や

　 こまめな水分補給等を行うよう 、

　 声をかけましょう 。

https://www.wbgt.env.go.jp/
https://www.jma.go.jp/jma/kishou/know/kurashi/netsu.html


外での運動は、原則、中止／延期をしましょう   

熱中症警戒アラート 発 表 時 の 予 防 行 動

普段以上に「 熱中症予防行動」 を実践しましょう   

●屋外で人と十分な距離

 （ ２ メート ル以上）を確保できる

　 場合は適宜マスクをはずし

　 ましょう 。

暑さ 指数（ W BGT）を確認しましょう   

●身の回りの暑さ 指数（ W BGT）を行動の目安にしましょう 。

●暑さ 指数は時間帯や場所によって大きく 異なるため、

　 身の回りの暑さ 指数を環境省熱中症予防情報サイト や　

　 各現場で測定して確認しましょう 。

●のどが渇く 前にこまめに

　 水分補給しましょう。

 （ １日あたり 1.2Lが目安）

●涼しい服装にしましょう 。

※環境省熱中症予防情報サイト： https://w w w .w bgt.env.go.jp/

熱中症とは、暑い環境で体温の調整ができなく なった状態で、めまいや吐き気、頭痛、失神等様々な症状をきたし 、

最悪の場合は死に至る疾患です。誰でもなる可能性があり 、運動中だけでなく 、室内でも起こります。日頃からしっ

かり 予防するよう にしましょう 。

暑さ 指数（ W BGT）と は、気温、湿度、輻射熱（ 日差し 等）からなる熱中症の危険性を示す指標で、「 危険」「 厳重

警戒」「 警戒」「 注意」「 ほぼ安全」 の５ 段階があり ます。段階ごと に熱中症を予防するための生活や運動の目安が

示さ れていますので、日常生活の参考にしましょう 。

熱 中 症 と は

暑さ 指数（ W BGT）とは

W BGT

31℃

「 熱中症警戒アラート」 は環境省のLINE公式アカウントで確認することができます。

友達追加はこちら ➡

●身の回りの暑さ 指数（ W BGT）に応じ て

　 屋外やエアコン等が設置されていない屋内

　 での運動は、原則、中止や延期をしましょう 。

https://www.wbgt.env.go.jp/

